
大阪市出身の詩人・竹友藻風の作品は、
百貨店の三越が刊行したPR誌『大阪の三
越』に掲載されたもの。
提供／橋爪節也

浦沢直樹氏による漫画『20世紀少年』（小学館）は、
2008年から三部作で実写映画化もされ大ヒット
を記録した。
©️浦沢直樹・スタジオナッツ／小学館

“
万
博
遺
産
”の
な
か
で
も
、
建
造
物
や
イ
ン
フ
ラ

以
上
に
歴
史
に
刻
ま
れ
、
後
世
に
受
け
継
が
れ
て

い
く
の
は“
記
憶
”
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治

三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の

“
記
憶
”は
、
文
学
作
品
に
微
妙
な
形
で
登
場
す
る
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
・
安
西
冬
衛
（
一
八
九
八
～

一
九
六
五
）
は
、
詩
集
『
軍
艦
茉
莉
』（
一
九
二
九
年
）
の

散
文
詩
「
菊
」
で
、
ド
イ
ツ
語
の
発
音
を
訂
正
す

る
よ
う
な
厳
格
な
妹
に
明
治
の
時
代
精
神
を
象
徴

さ
せ
、「
当
時
大
阪
で
開
か
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業

博
覧
会
の
雑
沓
の
中
」
に
彼
女
を
見
失
う
こ
と
で
、

博
覧
会
開
催
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
が
到
来
し
た

こ
と
を
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
表
現
す
る
。

竹
友
藻
風
（
一
八
九
一
～
一
九
五
四
）
の
詩
で
も
、
第

五
回
博
は
ゆ
ら
い
で
た
ち
現
れ
る
。

「
新
聞
紙
――
風
に
翻
へ
る
ビ
ラ
、
広
告
、
／
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
、
／
カ
ア
マ
ン
セ
ラ
嬢
は
胡

蝶
の
舞
を
踊
り
、
／
活
動
写
真
は
米
西
戦
争
の
フ
ィ

ル
ム
を
廻
し
て
い
る
」（「
大
阪
、
一
九
〇
〇
年
」、『
大
阪
の

三
越
』
昭
和
六
年
掲
載
）

カ
ー
マ
ン
セ
ラ
は
「
不
思
議
館
」
で
「
炎
の
舞
」

を
舞
っ
た
ダ
ン
サ
ー
、
米
西
戦
争
は
明
治
三
十
一

年
に
勃
発
し
た
。
大
大
阪
成
立
に
よ
る
躍
動
す
る

都
市
の
な
か
で
、
第
五
回
博
が
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に

脳
裏
に
よ
み
が
え
る
。
内
国
博
の
と
き
に
藻
風
は

十
二
歳
、
私
が
一
九
七
〇
年
の
万
博
に
行
っ
た
年

齢
と
同
じ
だ
。

そ
こ
で
勝
手
な
想
像
が
湧
き
起
こ
る
。
内
国
博

の“
記
憶
”は
、
E
X
P
O
70’
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）、
国
際
博
覧
会
大
阪

誘
致
委
員
会
が
発
足
し
、
翌
年
、
パ
リ
の
Ｂ
Ｉ
Ｅ

（
博
覧
会
国
際
事
務
局
）
で
承
認
さ
れ
た
。
第
五
回
博
を

十
歳
で
体
験
し
た
子
供
は
、
委
員
会
発
足
の
と
き

七
十
一
歳
。
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
ら
、
下
の

世
代
（
部
下
）
も
第
五
回
博
の
盛
況
を
聞
か
さ
れ
た
だ

ろ
う
。

万
博
の“
記
憶
”
で
い
え
ば
、
浦
沢
直
樹
が
、

一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
連
載
さ
れ
た

漫
画
『
20
世
紀
少
年
』
で
そ
れ
を
絶
妙
な
作
品
に

昇
華
す
る
。

主
人
公
は
、
大
阪
万
博
（
E
X
P
O
70’
）
の
年
に
小

学
校
五
年
生
。
私
の
二
歳
下
だ
。
戦
後
復
興
期
か

ら
万
博
を
経
て
平
成
に
入
り
、
カ
ル
ト
教
団
や
細

菌
テ
ロ
も
題
材
に
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
展
開
す
る
。

国
家
を
支
配
す
る
教
団
「
と
も
だ
ち
」
が
万
博
を

再
現
し
、
太
陽
の
塔
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
と
も
だ

ち
の
塔
」
も
登
場
す
る
。
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と

言
う
に
は
、
あ
ま
り
に
も
生
々
し
い
。

E
X
P
O
70’
は
、
私
の
世
代
に
は
懐
か
し
い
が
、

成
功
体
験
の“
記
憶
”は
善
良
と
は
限
ら
な
い
。
む

し
ろ
獰
猛
か
も
し
れ
な
い
。
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〝
記
憶
〟は
調
教
で
き
る
か
――
第
五
回
内
国
博
か
ら
E
X
P
O
　
へ
70︐
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